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本物のフランチャイズ・ビジネスの、普及・啓蒙活動を通して社会に貢献する事を経
営理念とする、日本フランチャイズ総合研究所が発信するフランチャイズ・ニュース
です。
最新のフランチャイズ業界情報から、記事の裏側まで、業界に精通したコンサルタン
ト達が、ちょっと役立つ情報をご提供いたします。
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● Chapter 01 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ 業 界 ニ ュ ー ス ≫

「第２５回フランチャイズ・ショー２００９」

毎年恒例のフランチャイズ・ショー（主催：日本経済新聞社）は２５回を迎え、
２００９年３月１０日～１２日の３日間東京ビッグサイト西ホールで開催されます。

このフランチャイズ・ショーはフランチャイズに関するイベントとして国内最大規
模の展示会です。フランチャイズ本部を中心に、ニュービジネス企業が加盟店・販売
代理店・業務提携先を募集する場として、また各種セミナー等を企画・開催する情報
提供の場として、フランチャイズ・ビジネスの普及啓蒙を担う重要なイベントです。

主催は日本経済新聞社、特別協力として社団法人日本フランチャイズチェーン協会、
また、経済産業省、農林水産省、中小企業庁をはじめとする官公庁、主な公共団体が
後援・協賛しております。

前回（第２４回）は、２００８年３月１１日（火）～１３日（木）今回と同じく東



京ビッグサイト西３・４ホールで開催されました。出展社数１５８社、出展小間数
３６０小間を数え、来場者数は３日間合計で２５３３０人となりました。主な来場目
的は来場者アンケート結果より、ＦＣ等の加盟検討４５．７％、動向調査等が２０．
３％ＦＣ本部構築検討が８．８％となっております。

今回の新機軸は「人材支援コーナー（仮称）」で、人材派遣・採用サポートサービ
スなどの関連企業を募集し、店舗における人材不足・定着難の現状を踏まえて、ＦＣ
支援ビジネスゾーン内に設置される予定です。

すでに開催準備、出展申し込みは始まっており、締め切りは１０月１０日と期限が
迫っております。その後はおおまかに、出展審査、小間割抽選会を経て施設関連の申
し込み、設営、開催の手順となります。

● Chapter 02 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ ア メ リ カ の 最 新 事 情 ≫

--------------------------------------------------------- 第 ２３ 回 -----
【 ブ レ ア（BREA）<2> 】

----------------------------------------------------------------------------

前回は「ブレア地区」をご紹介しましたが、今回はその中での「ブレア・モール」
の「キイテナント」と「専門店」についてご紹介しましょう。

［ブレア・モール］

「ブレア・モール」は、ロサンゼルスの都市圏における「スーパー・リージョナル
型ショッピングセンター」ですが、周辺は平均所得の高い階層が住んでいて、そのラ
イフスタイルは 13％が別荘を所有し、33％がヨット、クルーザー、キャンピングカー
を持ち、38％が絵画と手工芸の趣味などがあり、55％がスポーツをするという、いわ
ばアメリカのトレンドのリーダーであるベビーブーマーが主力の地域です。

「ブレア・モール」の特徴は、ふんだんな自然採光による明るい雰囲気づくりで、
木調の天井とモール全体に施された木製の手すりは、アクセントとなっています。外
装にも工夫がなされており、インド、マレーシア、オーストラリアなどから取り寄せ
た素材を使い、近隣のショッピングセンターにはない独自性をつくりあげています。

パーキング・スペースは、立体的ですがお客様に心理的圧迫感を与えないような配
慮がされていて、さらに照明は車の操縦性や安全性を高め、夜間の買物客に人気があ
る 1 つにもなっています。

［キーテナント］

［百貨店］ 「NORDSTROM」「BROADWAY」「ROBINSON/MAY」、GMS は「SEAR'S」

［専門店］



（婦人服） 「ANN TAYLAR」「CASUAL CORNER」「CONTEMPO CASUAL」「GAP」
「LERNER」「THE LIMITED」「MILLER'S OUTPOST」「SIZE5-7-9」
「TALBOT」「VICTORIA SECRET」

（紳士服） 「CHESS KING」「EDDIE BOUER」

（スペシャリテイ・アパレル）
「GINGIS」「SPORT FANTASY」「T-SHIRT PLUS」

（子供服・靴・玩具）
「DISNEY SHOP」「GYMBOREE」「IMAGINARIUM」

（靴） 「FLOSHEIM」「FOOT LOCKER」「KINNEY SHOES」「LEED'S」
「NATURALIZER」「NINE WEST」「THOM McAn」

（宝石・アクセサリー）
「ACCESSARY LADY」「GORDON'S」「THE KING」

（各種） 「I NATURAL」「MUSIUM GALLEY」「CREATIVE GIFT」「THE MUSIC BOX」
「KENSINGTON LUGGAGE」「KIIFE GALLERY」

to be continued

● Chapter 03 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ フ ラ ン チ ャ イ ズ ・ ビ ジ ネ ス の 歴 史 ≫

----------------------------------------------------------------------------
【 フ ラ ン チ ャ イ ズ 発 展 史 】

--------------------------------------------------------- 第 ２５ 回 -----

［ マ ク ド ナ ル ド ］ (７)

前回は「マクドナルド」の「基本原則」を紹介しましたが、今回は「基本原則」に
沿って「マグナルド」の「経営システム」の構築についてご紹介します。

<2> マクドナルドの基礎づくり

クロックは人を雇う場合、確固たる方針を持っていて「意思が強く筋金入りで、仕
事に愛着を持ち、情熱とやる気のある男でなくてはならないものであるという考え方
であった。そして、これだけの素質があれば、IQ（知能指数）など関係はない」と言
ったほどであり、クロックは「ビジョン」をかかげて、その成長の機会の基本は部下
に委嘱し、彼自身はフランチャイズの販売や店舗巡回を中心に活動した。

クロックは「単純さ」こそ、レストラン業界に革命をもたらす鍵であると確信して
「マクドナルド」の展開を始めた。そして、クロックは「流れ作業によるハンバーガ
ーが、材料業者と各店をつなぐネットワークによる、生産システムの産物以外の何物
でもなくなる日が必ず来る」と確信していた。



そして「マクドナルド」の名称を用いて「規格」を守ることを約束させた加盟店の
「教育訓練」と「標準化」の任務に当たらせたのが、デスプレーンの店で働いていた
フレッド・ターナーであった。彼は朝鮮戦争から復員して、将来はフランチャイズ店
のオーナーになることを夢見ていたが、クロックより与えられた責任は「ハンバーガ
ーの製造販売にも科学がある」ということの実現化であった。

クロックは「QSC／TCL」によって代表される「ハンバーガー科学」に取組ませた。
クロックは略字の意味を「Ｑ＝Quality：品質、Ｓ＝Service：サービス、Ｃ＝Clean
liness：清潔／Ｔ＝Tender：優しさ、Ｌ＝Loving：心をこめて、Ｃ＝Care：注意深
く」と説明した。この仕事の中心となったのは、ターナー、シンドラー、カロスであ
った。

クロックは、これらの言葉を新規加盟店を初め、ストアマネジャーから、グリルマ
ン、サービス・スタッフに至るまで、全スタッフに徹底するように命じた。さらに、
クロックは、これらの言葉は、たんに口先だけでなく、しっかりと体で覚えるように
申し渡した。ターナーは、数カ月のうちに細部にわたって作業過程を定義づけ、フラ
ンチャイジーのための「マニュアル」をつくり、各店の営業を評価するシステムを考
案した。そして、そのための「教育訓練」を想像に絶する努力と不屈の情熱をもって
やり遂げた。

特に「QSC／TCL」の中で特徴づけられるのが、商品の品質維持向上や素早い提供や
スタッフの「身だしなみ規則」を厳守、言葉使いの丁寧さ、店舗やスタッフの清潔感
の維持で、これを守らせることによって、「マクドナルド」の店は明るく輝いている
店にした。これが全世界に進出できた基盤となっている。

そして、「マクドナルド」は、システムを５つの点に分け再点検した。第一は、商
品の質の向上、第二に原材料納入業者の改善、第三に建物と設備の向上、第四にフラ
ンチャイジーの教育訓練の徹底、第五にスーパーバイザーの組織化である。さらに、
農家のポテトの栽培法、牧場の肉牛飼育法、酪農法、精肉法、効率的な調理設備等の
革命を行い、フードサービス業界の近代化を図った。

ターナーは、1956 年に６カ月にわたってストアマネジャーの教育訓練を終え、部門
の責任者になったのは 23 歳であった。彼は 1958 年に副社長、1967 年には取締役副社長、
1968 年には社長兼日常業務執行最高責任者、1973 年には会社の最高の地位である最高
責任者（CEO）になったほどであった。

to be continued

● Chapter 04 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ フ ラ ン チ ャ イ ズ 関 連 知 識 ≫

----------------------------------------------------------------------------
「 ドミナント戦略 」

----------------------------------------------------------------------------

一社、一業態の店舗を特定する地域に集中して出店することで、その地域でより高
い市場占有率を奪おうとするマーケティング戦略。



ドミナントとは英語で「優勢な、支配的な」という意味で、企業が店舗等をチェー
ン展開する際、特に展開の初期段階で多く用いられる手法。

フランチャイズ・ビジネスにおいては、特定の地域に出店した個々の店舗が連続し
て広がる範囲をいい、出店密度の高い方が物流面や店舗オペレーションの面で戦略効
果が高いと考えられている。

● Chapter 05 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ セ ミ ナ ー 案 内 ≫

弊研究所所長内川昭比古が講演する各セミナーをご案内致します。弊研究所所長
の内川昭比古は経済産業省が国家として公認している唯一のフランチャイズ業界の
総本山である社団法人日本フランチャイズ・チェーン協会の会員サービス部長を
兼務致しております。

----------------------------------------------------------------------------

1．「フランチャイズ・ビジネス本部構築・再構築セミナー」

日 時 10 月 10 日 金曜日 13 時 ～ 17 時 30 分

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室

セミナー内容 フランチャイズ・チェーンの本部機能再構築をご検討されている方、
フランチャイズ・ビジネスを構築中の方に、フランチャイズ・ビジ
ネスの基礎知識から、構築ステップ、加盟店開発戦略まで、フラン
チャイズ・ビジネス本部構築について講義いたします。

参 加 費 24,000 円

お問合せ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp

----------------------------------------------------------------------------

2．「フランチャイズ加盟無料セミナー」

日 時 10 月 25 日 土曜日 14 時 ～ 17 時

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室



セミナー内容 フランチャイズに加盟し独立・開業を検討されている皆様に、
フランチャイズ・ビジネスの基礎知識、加盟のポイント、本部との
上手な付き合い方を紹介。また、弊社のフランチャイズ加盟サポー
トシステムをご紹介いたします。

参 加 費 無 料

お問合せ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp

● Chapter 06 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ 編 集 後 記 ≫

最後までお付き合いいただき、ありがとうございます。

暦は１０月。季節が移り変わり、紅葉、読書、芸術、スポーツ、行楽、実り、食欲、
枕詞がよく似合う「秋」です。四季を感じ、楽しむには絶好の「秋」。紅葉は北海道
で見頃となり、関東でも尾瀬辺りで紅葉が始まっています。読書や芸術といった非日
常性を楽しめる時期でもあり、スポーツ・行楽といった、「体を動かしてストレスを
解消」に良い季節でもあります。

しかし、何といっても「実りの秋」「食欲の秋」。今年の収穫を迎え、おいしいも
のが勢ぞろいする時期です。春に蒔いた種が夏を過ぎ秋に実る。その間手間を惜しま
ず小さな心配りで育てた結果、豊かな実りとなります。ご苦労様です。

あいかわらず、外食に関する社会問題が起きています。利益という結果のみを求め、
過程はなんでもあり。発覚してはじめて問題の大きさを認識する。世間からは学習能
力がない懲りない業界に見えるでしょう。フランチャイズを通じて外食に関わってい
る身としてはなんとも肩身の狭い限りです。

民間企業において利潤追求は当たり前のことですが、あくまでもルールとモラルの
上に立ってのことで、その業務に関わる人々はそのプロセス・過程が重要視されてい
るのです。難しいことではありません。基本ルールの目的を理解し実践する。小学校
低学年で教えている「社会のルールを守りましょう」と同じ内容です。そんな基本ル
ールですら守れない大人の経営者。見て見ぬふりをする事なかれ主義に浸っている役
人。当事者の方々に一度聞いてみたいと思っています。「あなたのご子息に顔向けで
きますか」と。

白玉の歯にしみとほる秋の夜の酒は静かに飲むべかりけり（若山牧水）。秋の夜長、
今年の収穫に感謝し、ありがたく頂きましょう。せっかくの「食欲の秋」ですから。

くれぐれもご自愛の程。

※ このメールは以下の皆様に配信させて頂いております。



・ 弊社コンサルタントが名刺交換をさせて頂いた方。
・ 日本フランチャイズ総合研究所にお問い合わせをいただいた方

※ ご意見、ご要望、ご質問は下記アドレスまでご連絡ください。
尚、配信停止をご希望される場合も、下記までご連絡ください。

Mail to: franchise-news@the-franchise.co.jp
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